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民
俗
学
の
父
・
柳
田
國
男
生
誕

の
地
で
あ
る
福
崎
町
と
、
『
遠
野

物
語
』
で
知
ら
れ
る
遠
野
市
は
、

柳
田
國
男
ゆ
か
り
の
地
と
い
う
結

び
つ
き
か
ら
、
記
念
行
事
や
展
覧

会
な
ど
を
と
お
し
て
長
年
交
流
を

進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
８
月
２３
日
、
こ
の
絆
を
さ
ら
に

深
め
る
た
め
、
遠
野
市
の
あ
え
り

あ
遠
野
を
会
場
に
、
友
好
都
市
共

同
宣
言
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。 

　
調
印
式
に
は
両
市
町
の
関
係
者

や
遠
野
市
民
が
約
２
０
０
名
出
席

し
、
本
町
の
嶋
田
正
義
町
長
と
志

水
正
幸
町
議
会
議
長
、
遠
野
市
の

本
田
敏
秋
市
長
と
新
田
勝
見
市
議

会
議
長
が
「
文
化
・
教
育
・
観
光

な
ど
交
流
を
推
進
し
、
友
好
の
絆

を
さ
ら
に
深
め
る
」
と
す
る
宣
言

に
調
印
し
、
今
後
の
末
永
い
交
流

を
誓
い
ま
し
た
。 

　
嶋
田
町
長
は
式
典
と
講
演
会
の

な
か
で
「
２
つ
の
ま
ち
が
努
力
す

る
と
、
柳
田
先
生
が『
遠
野
物
語
』

序
文
に
記
す
”平
地
人（
都
会
人
）

を
戦
慄
せ
し
め
よ
“
と
い
う
言
葉

の
よ
う
に
、
全
国
に
向
け
て
す
ば

ら
し
い
情
報
の
発
信
が
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
交
流
に
よ
る

新
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
日
本
中
に

響
か
せ
た
い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
展
覧
会
や
住
民
間
の

交
流
な
ど
、
文
化
的
な
取
り
組
み

を
中
心
に
少
し
ず
つ
幅
を
広
げ
、

交
流
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

８
月
２３
日
に
遠
野
市
で
調
印
式 

　
遠
野
市
出
身
の
佐
々
木
喜
善
と
福
崎
町

出
身
の
柳
田
國
男
が
出
会
い
、
名
著
『
遠

野
物
語
』
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
、
１
０
０
年
以
上
の
時
を
経

て
、
地
域
と
地
域
の
絆
に
つ
な
が
っ
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
互
い
の
ま
ち
が
持
つ
力
を
結
集
し
、『
遠

野
物
語
』
の
今
日
的
意
義
を
掘
り
下
げ
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
柳
田
先
生
が
同
著
に

込
め
た
「
願
わ
く
は
こ
れ
を
語
り
て
平
地

人
を
戦
慄
せ
し
め
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
と
お
り
、
全
国
を
驚
か
せ
る
よ
う
な

豊
か
な
交
流
に
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 遠野市長 

ごあいさつ 

本田敏秋　市長 

交流のあゆみ 

昭和６２年５月　第１回柳田國男ゆかりサミッ

　　　　　　　ト開催 

 

 

平成２２年６月　『遠野物語』１００年祭（遠野市）

　　　　　　　に福崎町長が出席 

平成２３年３月　東日本大震災発生 

支援物資を福崎町から被災地

後方支援基地・遠野市へ 

　　　　８月　柳田國男５０年祭（福崎町）に 

　　　　　　　遠野市長が出席 

平成２４年３月　東日本大震災後方支援の集い 

　　　　　　　（遠野市）に福崎町長が出席 

平成２６年８月　友好都市共同宣言調印 

柳田國男にゆかりの深い全国９市区町村が、柳田の 
精神を学び交流を深めた。平成１４年まで全１６回実施。 



盛岡 

花巻 

釜石 
遠野 

３ 

遠
野
物
語 

文
化
・
歴
史 

　遠野市出身。早稲田大
学在学中に柳田と出会う。
民話採集に傾倒し「日本
のグリム」と呼ばれる。 

佐々木喜善 
（１８８６－１９３３） 

さ さ き き ぜん 

　
本
年
４
月
か
ら
Ｊ
Ｒ
東

日
本
が
釜
石
線
で
週
末
な

ど
に
Ｓ
Ｌ
を
運
行
。
中
間

点
の
遠
野
駅
に
は
約
１
時

間
停
車
し
、
駅
前
周
辺
は

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
市
内

の
宮
守
川
橋
梁（
通
称
　

め

が
ね
橋
）
な
ど
は
人
気
の

写
真
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。 

「
Ｓ
Ｌ
銀
河
」
運
行
！ 

　
カ
ッ
パ
が
多
く
住
み
、

人
々
を
驚
か
し
た
と
い

う
伝
説
が
の
こ
る
有
名

な
「
カ
ッ
パ
淵
」
。
「
カ

ッ
パ
捕
獲
許
可
証
」
も

発
行
さ
れ
人
気
を
呼
ん

で
い
ま
す
。 

カ
ッ
パ
が
い
る
？ 

　
ビ
ー
ル
の
主
原
料
で
、
苦
み
の
成
分
で
も

あ
る
ホ
ッ
プ
の
日
本
有
数
の
産
地
で
す
。 

国
内
有
数
の
ホ
ッ
プ
の
産
地 

ほ
か
に
も
… 

マスコットキャラクター 

カリンちゃん 

・イタリア サレルノ市 
・東京都武蔵野市    
・熊本県菊池市    
・宮崎県西米良村    
・東京都三鷹市    
・愛知県大府市 
・兵庫県福崎町 

面　積 
総人口 

８２５.６２ 
２９,２１７人（H２６.８.１現在） 
１０,８９２世帯（H２６.８.１現在） 

いちい 
やまゆり 

やまどり 

世帯数 

市の木 
市の花 

市の鳥 

姉妹都市 

友好都市 

  

　
明
治
４１
年
に
柳
田
國
男
と
佐
々
木
喜
善
が

出
会
い
、
喜
善
の
語
る
遠
野
の
不
思
議
な
物

語
（
妖
怪
、
怪
談
、
神
、
行
事
な
ど
）
を
國

男
が
記
録
・
出
版
し
ま
し
た
。 

                 

　
母
屋
と
馬
屋
が
Ｌ
字
形
に
一
体
化
し
た
昔

の
民
家
「
南
部
曲

り
家
」
、
茅
葺
屋

根
や
水
車
の
残
る

田
園
風
景
な
ど
、

日
本
の
原
風
景
が

残
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
多
く
の

伝
統
芸
能
が
伝
承

さ
れ
、
「
し
し
踊

り
」「
神
楽
」「
南

部
ば
や
し
」「
さ

ん
さ
踊
り
」
な
ど
、

現
在
も
５０
を
超
え

る
郷
土
芸
能
団
体

が
保
存
・
継
承
活

動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

か
や
ぶ
き 
や 

な
ん
ぶ
ま
が 

：  

　
岩
手
県
内
陸
部
に
あ
る
柳
田
國
男
著

『
遠
野
物
語
』
の
舞
台
と
な
っ
た
ま
ち

で
、
著
作
と
と
も
に
遠
野
の
名
前
は
全

国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
河
童
や
座
敷

童
子
な
ど
が
登
場
す
る
民
話
も
数
多
く

伝
わ
り
、
「
民
話
の
ふ
る
さ
と
」
と
も

称
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
北
上
高
地
を
成
す
早
池
峰
山
を
は
じ
め
と
す
る
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地

で
、
古
く
か
ら
内
陸
と
沿
岸
を
結
ぶ
交
易
の
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
活
か
し
、
活
力
と
個
性
に
あ
ふ

れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
近
年
で
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
の
際
、
後
方
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
支
援
物

資
の
集
配
・
運
搬
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
支
援
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
国
内
外
か
ら
大
き
な
注

目
を
集
め
ま
し
た
。 

は
や
ち
ね
さ
ん 



　
８
月
２
日（
土
）、
３
日（
日
）、
柳
田
國
男
と
そ

の
兄
・
井
上
通
泰
の
偉
業
を
し
の
ぶ
、
「
第
３５
回
山

桃
忌
」
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
多
数
の
参
加
者
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。 

　
第
１
部
は
「
柳
田
國
男
と
ア
ジ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
の
視

点
か
ら
柳
田
國
男
の
功
績
を
多
面
的
に
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
は
、
も
ち
む
ぎ
ス
イ
ー
ツ
、
新

鮮
野
菜
、
観
光
グ
ッ
ズ
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
第
２
部
は
「
柳
田
國
男
の
見
た
中
国
　
中
国
雑
技

上
演
」
と
題
し
て
、
中
国
伝
統
芸
能
の
中
国
雑
技
を

上
演
し
ま
し
た
。
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
演
技
の
連
続
に
、

超
満
員
の
客
席
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
２
日
間
の
多
彩
な
催
し
を
通
し
て
、
海
外
か
ら
も

高
く
評
価
を
受
け
て
い
る
柳
田
國
男
の
功
績
に
向
き

合
う
こ
と
が
で
き
、
国
際
感
覚
豊
か
な
山
桃
忌
と
な

り
ま
し
た
。 

（
社
会
教
育
課
） 

アジアの視点から柳田國男を語る 
～シンポジウム～ 

アジアの視点から柳田國男を語る 
～シンポジウム～ 

もちむぎ商品がずらり 
～特産品・観光コーナー～ 
もちむぎ商品がずらり 

～特産品・観光コーナー～ 
華やかな獅子が会場を舞う 

～中国雑技～ 
華やかな獅子が会場を舞う 

～中国雑技～ 
韓国での柳田研究を紹介 

～記念講演～ 
韓国での柳田研究を紹介 

～記念講演～ 

小学生も大活躍 
～　川鬼太鼓～ 
小学生も大活躍 
～　川鬼太鼓～ 

第１回　柳田國男検定（初級編）　結果報告 
　８月３日（日）に、「第１回柳田國男検定（初級編）」を実施しました。 
　初めての検定には、１７７人が受験し、９４人の方が合格されました。 
　この検定は、柳田國男の功績と改めて向き合い、理解を深めていただき
たいという願いから生まれました。 
　来年は、新たに中級編も用意したいと考えています。 
　これからも柳田國男の魅力をたくさん見つけてくだ
さい。 
※得点別一覧表など、詳しくは柳田國男記念館ホームページをご覧ください。 

受験者 

最高得点賞 

合格者 

平均点 

１７７人 

２人 

９４人 

満点で合格された、

山口浩代さんと 

川口正浩さんに 

最高得点賞を贈り

ました。おめでと

うございます！ 

最高得点賞の川口さん（左）と山口さん（右） 

４ 

３４点 
（満点は５０点） 



第
２９
回
写
生
大
会
入
賞
者

回
写
生
大
会
入
賞
者 

第
２９
回
写
生
大
会
入
賞
者

回
写
生
大
会
入
賞
者 

第
２９
回
写
生
大
会
入
賞
者 

　
７
月
２６
日
、
２７
日
に
山
桃
忌
奉
賛
写
生
大
会
が
柳
田
國
男
生
家

周
辺
で
行
わ
れ
、
小
中
学
生
他
８７
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
日
和
佐
治
雄
先
生
の
選
に
よ
り
、
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
） 

「映丘賞」受賞　中井風輝さんの作品 

第
２９
回
短
歌
祭
入
選
歌

回
短
歌
祭
入
選
歌 
第
２９
回
短
歌
祭
入
選
歌 

通
　
泰
　
賞 

弁
当
を
蓋
に
か
く
し
て
食
み
て
い
し
加
代
ち
ゃ
ん
に
会
う
五
十
年
ぶ

り
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
古
川
市
　
山
　
本
　
君
　
子 

 

町
　
長
　
賞 

ラ
ン
ド
セ
ル
一
人
走
れ
ば
み
ん
な
し
て
走
り
出
し
た
り
下
校
の
野
道 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
　
松
　
田
　
容
　
典 

 

議
会
議
長
賞 

振
込
み
の
操
作
次
ぎ
つ
ぎ
指
図
す
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
慇
懃
不
礼 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
の
市
　
内
　
海
　
永
　
子 

 

教
育
委
員
会
賞 

登
校
の
し
ん
が
り
を
行
く
旗
持
ち
て
少
女
は
じ
ら
う
未
だ
う
す
き
胸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
崎
町
　
　
一
　
橋
　
光
　
春 

 

文
化
協
会
長
賞 

過
疎
す
す
む
村
を
つ
つ
め
る
夕
闇
に
息
つ
ぎ
あ
え
か
な
蛍
の
明
滅
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
崎
町
　
　
北
　
口
　
祥
　
子 

 

商
工
会
長
賞 

ネ
ク
タ
イ
を
結
ぶ
手
つ
き
に
迷
い
な
く
就
活
す
る
子
に
初
夏
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姫
路
市
　
　
吉

田

登

志

枝 
 

兵
庫
西
農
業
協
同
組
合
長
賞 

二
反
田
を
一
日
か
け
て
水
田
に
し
て
子
は
戻
る
農
の
二
年
目 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
町
　
　
長

尾

た

づ

子 
 

神
戸
新
聞
社
賞 

紙
芝
居
の
お
じ
さ
ん
の
打
つ
太
鼓
の
音
い
ま
も
茜
の
二
丁
目
広
場 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
　
　
大
　
釜
　
正
　
明 

　
今
年
の
短
歌
祭
に
は
県
内
外
か
ら
１
５
８
人
、
３
０
１
首
の
投
稿
が

あ
り
ま
し
た
。
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

　
８
月
２
日
、
午
前
１０
時
か
ら
、
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
、
表
彰

式
と
選
者
・
楠
田
立
身
先
生
の
選
評
を
行
い
ま
し
た
。 

山 

桃 

忌 

奉 

賛 
山 

桃 

忌 

奉 

賛 

５ 

映
丘
賞 

中
井
　
風
輝
　
福
崎
東
中
３
年 

金
　
賞 

森
山
　
悠
人
　
田
原
小
２
年 

銀
　
賞 

常
見
　
琴
音
　
姫
路
聴
覚
支
援 

木
村
　
桃
華
　
福
崎
小
２
年 

銅
　
賞 

多
田
　
有
佐
　
福
崎
東
中
３
年 

井
関
創
一
朗
　
田
原
小
５
年 

山
下
　
生
颯
　
中
寺
小
１
年 

佳
　
作 

大
塚
ま
ひ
ろ
　
福
崎
東
中
１
年 

加
藤
　
　
善
　
田
原
小
５
年 

難
波
　
孝
輔
　
八
千
種
小
２
年 

木
村
　
伊
予
　
福
崎
小
１
年 

藤
後
　
結
衣
　
福
崎
西
中
３
年 

香
西
　
美
咲
　
福
崎
小
５
年 

萩
原
　
杏
奈
　
田
原
小
２
年 

後
藤
　
優
奈
　
福
崎
小
６
年 

齋
藤
　
昂
典
　
田
原
小
２
年 

大
塚
み
つ
き
　
田
原
小
３
年 

佳
作 加

西
市
　
定
行
芙
久
代 

千
葉
県
　
大
河
内
卓
之 

大
阪
府
　
江
草
　
義
勝 

神
戸
市
　
谷
池
　
宏
美 

福
崎
町
　
北
　
　
浄
代 

加
古
川
市
　
丸
山
　
節
子 

明
石
市
　
宮
脇
　
経
子 

奈
良
県
　
札
谷
　
　
篤 

北
海
道
　
藤
林
　
正
則 

神
戸
市
　
浮
田
　
伸
子 

芦
屋
市
　
北
口
　
康
雄 

福
崎
町
　
内
山
　
嗣
隆 

姫
路
市
　
東
　
　
陽
子 

た
つ
の
市
　
武
内
　
栄
子 

加
西
市
　
宮
　
　
　
艶 

姫
路
市
　
下
村
　
千
里 

芦
屋
市
　
伊
藤
　
典
子 

福
崎
町
　
山
下
　
清
市 

姫
路
市
　
大
西
　
迪
子 

姫
路
市
　
大
野
　
鈴
子 
各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を受けて 
いますのでご利用ください。　　　　　 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 

母子相談 
　毎月第2月曜日　10:30～15:00 
　※祝日の場合は翌日に変更 
　（担当＝健康福祉課・内線364） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 
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